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 自主公開授業 ５年国語科「千年の釘に挑む」 ６年国語科「森へ」 
授業者 大野瑞恵  2007．7．４（水）３校時 

 

10：30 

5 年生 ６年生 

白たかさんのすごさをさがそう。 すてきな表現をみつけよう。 

自然についての感想を交かんし合おう。 

司会：発表してください。 

三浦・大汐さんたちが発表している。 

藤井君 改良を続けたこと。 

司会：どうまとめていいか・・・。 

山本 現代の釘と比べて調べたところ 

T （板書をみて発表を価値付ける） 

T 自分は考えてなかった・気付か
なかったところをノートに書いてくだ

さい。 

今日の学習について，藤本君が

確認している。 
司会：いいなと思うところ（見えるも

の，聞こえるもの，におい，さわった

感じ）を考えながら読みましょう。 

（順番に一文読み）  

 表現探しに入るが，前時とは何か
違うような表情をしている。 

T それでは，司会の人お願いします。 

T （中央から各学年に課題提示） 

司会：（なぜ，表現がすくないのか，

というようなことを言っている。） 

T なぜ，今日は２つなの？ 

（その理由を子どもたちから，聞き

取っている。） 

10：44 

司会：自分の考えを書き加えてください。 
T  どんなところがすごいとみんな
言った？ 
三浦さん （メモできず） 
T  その他には付け加えはない？
改良，調べ続けた。 
T どうして，白かたさんはこんなこ

とをしたの？ 
三浦 千年先の人にほめてもらえ
る，笑われないために。 
T まわして。 
C 職人の意地。 

T 何？ 
三浦 笑われたくない。 
三輪 馬鹿にされない。 
T 言い換えたら？職人って，何？ 
三輪 それを作るのが上手 
三浦 プロ 
T プロって 
C ベテラン 

10：48 

先生の「何？」「言い換

えたら？」の真意が分

りませんでした。 

先生の「何？」「言い換

えたら？」の真意が分

りませんでした。 

調べたことから疑問を見
つけ，その理由を聞くこと
により，問題解決の方向
が分ってくると思います。 

19 年度最初の自主公開授業を提供していただき大変ありがとうご

ざいました。 

 私自身，複式学級の授業の見方や記録の仕方がよくわかりませ

ん。複式ですので，子どもの事実をどうしても見取ることができない

場面があります。これは，だれが授業をしても参観しても，同じこと

思われることかなと思います。 

 河本 命をかけている。 
T ベテランとは。 
C 白たかさんは人生をかけている。 
T いい表現が出た。 職人っていった
ら。調べてみたら。 

なぜ，今日は二つしか出なかったかを
話し合う。 
T 土の上に残された足あとを見てみ
たい星野さんの気持ちは。 
C 胸がドキドキ 
磯本 だんだん不思議な気持ち。怖く
なっていく。 
T 不思議な気持ち，どんな気持ちを指
している？ 
（子どもが書いた板書をもとに，追究） 
杉谷 ・・・から気持ちが変わってくる。  
T 怖い心が出ているところはあるけれ
ど。これまで，耳で聞いたり，鼻で匂い
をかいだり・・・。ここは，星野さんの気
持ちが出てきたところ 
T どんな気持ちになってくるか調べて。 

10：54 

T 結局，職人って何だった？意地は？ 
三輪 プライド 
T 言い換えたら 
C がんこ， 
T みんなが凄いと思っていることは白
たかさんが仕事に対する誇りをもって
いることに凄さを感じているんよね。考
えてみて！１０００年も前，自分の体が
なくなっても，使われていることは凄い
ことではない？１０００年前，１０００年後
に挑戦しているんだね。 
T 残せるものは？自分たちで時間を
決めて，友達の意見，付け加えたいこ
とを書きとめてください。その後，56 ペ
ージを読んで終わり。 

11：03 

T 不思議な気持ち，星野さんの気持
ちは。 
磯本 気持ちが急に不思議な気持ち
から嬉しい気持ちに。 
T どこから嬉しさを感じた？ 
磯本 花々が咲いているところ 
T 土もこの辺りと違って，骨の周りにも花
が・・・。なぜ，嬉しく感じる？他の人で？ 
藤本 必死に生きている。 
磯本 そのまま思った。 
渡辺 優しくなってきた，怖かった。  
T 渡辺さんの意見を聞いてどう思った？ 
杉谷 道を譲って・・・優しい気持ちに 
T 星野さんの心が一杯表現されていたけ
ど，どんな自然を感じた？ノートに。 
秋山 怖いところもあった。 
渡辺 厳しい自然，楽しそうな自然もある。 
T どんな森だったか，気持ちを。 

11：09 

三輪 白たかさんの凄さを聞いて，職
人の意地，誇りという言葉が出てきた 

杉谷 わずかな養分にも無駄にならな
いように・・・ 

 同教科同内容で進められました。5 年生の「すごさをさがそう」と 6 年生の「感想を交換し合おう。」という課題を先生が与

えられたか，子どもたちから出たものか分りませんが，両学年とも中途半端ではなかったでしょうか？教師がかかわる時間の確保

も一方では考えることが求められているので，むしろ5年生の子どもたちには，徹底して一人学びをさせ，自問自答の時間を設定

させてはどうだっただろうか？つまり，発表は極力避け，徹底してノートに白たかさんの凄さをまとめさせてもよかったのでは？ 

逆に，6 年生には，感想の交換をさせたかったですね。自分の言葉で語る根拠として，文章表現に立ち返ることを期待して，話

合いに重点を置くとよかったのではないでしょうか？ 

ここでもベテランとは？と問

いかけておられ，最後にいい

表現が出たと言われた。一連
の言い換えと問いかけは，な

んだったのでしょうか 

ここでも言い換えたら？と

言われています。何を求めて
おられるか，子どもに分ってい

たのだろうか？ 

この発問はとってもよかったと
思いました。この磯本くんの発言

の根拠を求められ，文章に立ち
返らせる有効な問いかけだと思い

ましたが，今度はなぜ嬉しく感じる

かと言われ，子どもたちに何を考
えさせるのか分りませんでした。 

最近，授業の省察(reflection)が重視されてきた。これま
でも，研究授業とその後の研究協議は，授業力向上の有効な

手段とされてきた。なかでも，授業記録をもとにした研究協

議は，教師の資質向上に有効であると考える。 

右は，昨年行われた自主公開授業（５・６年生国語科の複式

学習）の記録である。５年生は，教材「千年の釘に挑む」で白

鷹さんの凄さをさがし，６年生は星野さんの思う自然について

感想を交換する場面であった。複式授業を一人で記録を取る

のは，不可能だし無謀なことであるが，今回は担任の移動に

張り付いて，教師と子どもの発言を記録してみた。授業記録

は，翌日以降に行う授業者と授業を振り返る時に使っている。

誰しも，頼んだわけでもない記録を基に授業を再度振り返るこ

とを歓迎しているとは思わない。授業者の指導観や子ども観，

または子ども一人ひとりへの思いや願いを共有すること，子ど

もの成長を見取ることを基本にしていくことが分ると，授業公開

や授業改善に力が入ることも確認できた。 

これまでの子どもの学びを創る会でも，授業ＶＴＲと授業記

録をセットで研修を行なった。子どもを見取る力を自ら鍛える

手法である。上智大学の奈須正裕先生を招聘（2006.10.15）し

て，原田先生の｢総合的な学習の時間｣の授業分析は６時間

近くも行なわれた。確かに，４５分の授業を文字にするにはエ

ネルギーが必要である。まして，自分の授業を振り返るわけだ

から，後悔・反省の連続となることが多い。しかし，勇気をもっ

て教師と子どもの発言が時系列で書かれている授業記録をも

とに，次の３点から授業を丁寧に降り返ってみよう。 

○ その子は授業にしっかり参加し，思考を深めているか。 

○ 教師が出るタイミングがその子の思考を深めるきっかけに

なっているか。 

○ その子と他者とのかかわり方はどうであったか。 

研究授業後の研究協議に授業記録がセットされている

ことがある。大変な労力にもかかわらず，この授業記録で

初めから協議される学校にほとんどお目にかかったこと

がない。その子が１時間でどのように成長したのか，また

その子がどの発言にひっかかり思考を深めたかなどを振

り返るために有効である。授業記録から多くの職員の目で

振り返り，多くのことを学びたいものである。（芝） 

 


